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～第 18回 日本認知症ケア学会大会での発表について～ 

ベネッセ シニア・介護研究所 

「外国人介護人材」と「認知症ケア」をテーマとしたご報告 
 
 

株式会社ベネッセスタイルケアの社内シンクタンクであるベネッセ シニア・介護研究所は、5 月

26日、27日に開催された第 18回認知症ケア学会大会において、現在研究中の 2 つのテーマ

について発表いたしました。 

 

発表の概要は以下の通りです。 

 

●外国人介護人材に関する研究の動向と今後の研究課題についての一考察（ポスター） 

●有料老人ホーム職員の認知症ケアについての意識（口頭） 

 

発表内容の詳細は次ページ以降をご確認ください。 

 

 

※上記以外にも、弊社ホームより７件の発表を行っております。 

・メディカル・リハビリホームまどか川口 ※平成 29年度石﨑賞受賞演題 

「ターミナルケアを見越した入居から本人らしい時間の実現に向けた可能性への追求」 

・まどか川口芝 ※リビング・オブ・ザ・イヤー2016大賞受賞ホーム 

「特定施設における環境アセスメントの早期導入についての考察」 

・まどか南与野 

「特定施設における入居者会議が実現させた施設介護における自立支援」 

・リハビリホームまどか戸田・メディカル・リハビリホームまどか大宮 

「機能訓練指導員との連携で取り組んだ役割活動の充実と自然な排便への取り組み」 

・メディカルホームくらら三鷹 

「特定施設における向精神薬の減薬の取り組み」 

・グランダ武蔵小金井 

「自分らしい生活を取り戻す為の支援」 

・メディカル・リハビリホームくらら武蔵境 

「特定施設は『第二の自宅』になれるのか？」 

https://www.benesse-style-care.co.jp/lab/
https://kaigo.benesse-style-care.co.jp/area_saitama/kawaguchi/home_m-kawaguchishiba/loyspecial/




有料老人ホーム職員の
認知症ケアについての意識

有料老人ホームにおける
認知症ケアメソッド構築に向けた現状把握

福田亮子、小森由美子、林奈実、蓮見昭洋、奥村太作、
伊藤耕二、松本知恵、太田慎也、安達覚史、滝山真也

（株式会社ベネッセスタイルケア）



目的

認知症の方に対する支援の見直しを通し、
事業理念を実現するコア・サービスを創る
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エビデンスに
よる裏付け 他ホーム
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認知症ケア
プロジェクト

認知症を持つ人に対するよりよいケアの｢メソッド｣構築に
先立ち、介護現場の認知症ケアについての意識を把握

調査
目的



方法

• 50の有料老人ホームの職員に対してアン
ケート調査を実施、736名から回答を得た

• 倫理的配慮

– アンケートは無記名とした

– 回答は自由意思に基づくこと、回答用紙の
提出をもって協力への同意を得たものとする
旨を事前に説明した

– 調査にあたり担当事業本部長の許可を得た
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結果① 認知症ケアのスキル
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足りないと思ったり、学びたいと思う
知識やスキルを教えてください。

あなた自身の認知症ケアのスキルの
レベルはどのくらいだと思いますか？
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結果② その人らしさへの寄りそい
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あなた自身が「できていること」、
「できていないこと」両方教えて
ください。

あなたは｢その人らしさに、深く寄りそう」を
どのくらい実践できていると思いますか？
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結果③ 認知症の人との関わりで困ること
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困っていること、悩むことを教えて
ください。

認知症の人との関わりで、困っている
ことや悩むことがありますか？

0 100 200 300

難しい局面での関わり
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考察 認知症ケアの現状
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おわりに

今後実施すべき事項

研修や自主勉強会等による知識・スキルの習得

習得した知識・スキルをもとにした実践

チームでの実践プロセスと結果の振り返り（共有）

期待される効果

本人の理解の促進

本人への関わりの向上（個別対応の実現、要望の
実現、介護者間の関わりの統一等）

目指すところ

本人のQOL、ADLの向上

介護者のやりがい、満足度の向上
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